




三
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
悉
曇
字
記
真
釈
』
は
、
　
　
　
　
　
　
『
悉
曇
字
記
』
　
　
そ
う
し
た
日
本
悉
曇
学
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
つ
の
段
階
の
テ
キ
ス
ト
が
現
存
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
書
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
の
研
究
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
智
は
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
関
係
を
年
表
に
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
・
智
広
の
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
　
　
　
　
『
悉
曇
字
記
』
　
　
　
　
　
　
　
《
表
一
》

『
悉
曇
字
記
』
の
校
訂

『
悉
曇
字
記
真
釈
』

文
政
二
年
文
政
十
一
年
天
保
四
年

『
校
正
悉
曇
字
記
』
（
刊
）
『
悉
曇
字
記
付
孜
文
』
『
悉
曇
字
記
正
文
』
（
刊
）

文
化
十
二
年
文
化
十
三
年
天
保
三
年
天
保
七
年

三
巻
本
五
巻
本
八
巻
本
（
初
稿
）
八
巻
本
（
重
訂
）





に
も
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
　
《
表
二
》

四
〇

寛
文
九
年
板
「
悉
曇
字
記
』

三
巻
本

五
巻
本

八
巻
本

A
ー
三
ウ
①

巻
　
一

巻
　
一

巻
　
一

B

三
ウ
②
ー
五
オ
⑤

巻
　
二

C

五
オ
⑥
ー
八
オ
⑦

巻
　
二

巻
　
二

巻
　
六

八
ウ
①
ー
九
オ
⑤

巻
　
七

九
オ
⑥
ー
十
オ
⑥

巻
　
三

十
オ
⑦
ー
十
ニ
オ
③

巻
　
八

．
B

十
ニ
オ
④
ー
十
ニ
オ
⑦

巻
　
三

巻
　
四

巻
　
三

十
ニ
ウ
①
～
十
五
オ
⑦

巻
　
四

十
五
ウ
①
ー
十
七
ウ
④

巻
　
五

，
C

十
七
ウ
⑤
～
二
十
八
ウ
①

巻
　
五

付
　
録

第
一
期
の
『
校
正
悉
曇
字
記
』
（
文
政
二
年
刊
）
に
お
い
て
は
、
摩
多
・
体
文
の
部
分
の
梵
字
を
、
印
度
式
に
左
横
書
き
に
配
列
す
る





」
　
　
　
　
　
三
　
　
　
伝
承
さ
れ
た
梵
字
音

る
（
△
は
材
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
作
業
で
は
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
も
の
）
。

　
行
智
の
悉
曇
学
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
は
、
日
本
に
お
け
る
伝
承
の
過
程
で
転
説
し
た
梵
字
の
発
音
を
、
「
印
度
真
正
ノ
梵
音
」
に
復
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
梵
字
の
音
注
を
転
説
し
た
日
本
漢
字
音
や
当
時
の
中
国
音
で
読
む
の
で
は
な
く
、
「
古
ノ
唐
音
」
に
よ
っ
て
読
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
行
智
が
最
終
的
に
到
達
し
た
方
法
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

四
二

諸
経
軌
の
梵
字
音
注

万
葉
仮
名

地
名
の
表
記

日
本
漢
字
音

（
呉
音
・
漢
音
）

「
古
ノ
唐
音
」

「
印
度
真
正

△
禅
宗
の
唐
音

の
再
現

ノ
梵
音
」
　
の
再
現

中
国
漢
字
音

　
（
今
ノ
唐
音
）
△
鶴
林
玉
露

韻

鏡

｝
｛
｝
「
，
…
－
－
－
」’

’

　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
…
－
－
－
－
：
：
－
－
」

朝
鮮
漢
字
音

△
朝
鮮
梵
字
音



















　
　
　
　
　
c
冨
系
の
発
音
　
梵
字
の
b
9
喜
p
の
発
音
は
、
そ
の
対
注
漢
字
「
波
・
頗
」
な
ど
に
従
い
、
日
本
悉
曇
学
で
は
伝
統
的
に
「
ハ
（
時
に
ヒ
ャ
）
」
が
あ
て
ら
れ
る
。
こ
の
文
字
の
発
音
は
、
国
語
の
ハ
行
子
音
の
変
遷
に
伴
い
、
行
智
の
時
代
に
は
喉
音
化
し
て
お
り
、
『
悉
曇
字
記
』
に
あ
る
「
唇
声
」
と
い
う
注
記
な
ど
と
も
矛
盾
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
文
字
に
対
す
る
行
智
の
推
定
音
は
、
漢
字
音
研
究
の
深
化
、
江
戸
語
音
声
観
察
の
精
密
化
に
応
じ
て
刻
々
と
変
化
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
第
一
期
の
五
巻
本
『
悉
曇
字
記
真
釈
』
巻
四
で
は
、
「
冨
は
ハ
ナ
リ
、
常
ノ
は
ノ
字
ノ
如
シ
。
嘗
9
音
ヒ
ァ
フ
ァ
ナ
リ
。
」
と
あ
り
、
冨
は
伝
承
音
の
ま
ま
、
9
9
は
、
前
述
の
有
気
音
の
推
定
音
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
行
智
は
、
ハ
行
子
音
の
う
ち
、
フ
の
み
が
唇
音
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
思
い
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
右
の
「
ヒ
ァ
・
フ
ァ
」
は
同
音
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
先
立

つ
三
巻
本
『
悉
曇
字
記
真
釈
』
巻
三
で
は
、
「
喜
㊤
ノ
音
ホ
ァ
ヘ
ァ
等
ナ
リ
」
と
し
、
校
閲
し
た
平
田
篤
胤
に
「
イ
カ
“
ア
ラ
ム
　
又

案
ニ
フ
ァ
か
ヒ
ァ
か
○
後
二
又
案
ニ
ホ
ァ
ヘ
ァ
共
に
悪
か
ら
む
　
ヒ
ァ
な
る
べ
し
」
と
難
じ
ら
れ
、
五
巻
本
で
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
修
正
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
時
期
の
行
智
に
と
っ
て
、
「
ヒ
ァ
・
フ
ァ
・
ヘ
ァ
・
ホ
ァ
」
は
同
じ
発
音
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
第
二
期
に
は
い
る
と
、
無
気
音
・
有
気
音
に
対
す
る
考
え
方
が
変
化
す
る
の
で
、
『
校
正
悉
曇
字
記
』
で
、
冨
b
冨
の
発
音
は
、
「
ハ
・
バ
」
と
変
更
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
行
智
は
、
ま
だ
国
語
の
ハ
行
音
を
「
唇
音
」
と
扱
か
う
こ
と
に
抵
抗
が
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
期
の
著
作
と
判
定
さ
れ
る
『
悉
曇
字
記
真
釈
諺
談
』
で
は
、
梵
字
の
発
音
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
『
韻
鏡
』
の
帯
母
・
湧
母
の
「
正
音
（
古
ノ
唐
音
）
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
行
・
バ
行
を
あ
て
て
い
る
の
で
、
第
二
期
の
他
の
著
作
に
比
べ
る
と
、
有
気
音
の
扱
い
に
お
い
て
、
一
歩
第
三
期
に
近
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
。
　
第
三
期
に
入
る
と
、
次
項
で
扱
う
冨
の
発
音
を
「
ハ
」
に
変
更
す
る
の
に
伴
い
、
冨
に
対
し
て
「
ハ
」
を
あ
て
る
伝
統
的
な
発
音
を
　
　
　
行
智
の
悉
曇
学
と
そ
の
発
達
段
階
ー
肥
爪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
二
呼
－
成
ス
ガ
如
キ
意
ア
リ
。
　
〈
バ
ト
云
フ
音
、
タ
ト
ヘ
バ
遠
波
一
派
出
帆
ナ
ド
云
ト
キ
ノ
波
派
帆
ノ
音
ノ
如
ク
ス
、
世
ニ
コ
　
　
レ
ヲ
半
濁
音
ト
モ
云
、
是
ナ
リ
＞
　
b
p
系
の
場
合
に
の
み
、
無
気
音
と
有
気
音
の
対
立
を
崩
し
て
、
冨
に
「
フ
ァ
」
、
b
匿
に
「
パ
」
を
推
定
す
る
の
は
、
前
述
の
促
音
の
問
題
に
加
え
て
、
「
フ
ァ
」
と
「
パ
」
の
間
に
、
「
息
を
断
た
な
い
音
」
「
息
を
断
つ
音
」
と
い
う
明
白
な
違
い
を
見
い
だ
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
梵
語
の
音
韻
体
系
が
無
声
の
両
唇
摩
擦
音
や
唇
歯
摩
擦
音
を
欠
い
て
お
り
、
こ
こ
に
「
フ
ァ
」
を
使
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
他
の
箇
所
で
不
都
合
が
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
文
雄
が
『
悉
曇
字
記
訓
蒙
」
に
お
い
て
、
唐
音
と
い
う
有
力
な
材
料
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
b
o
b
冨
字
の
発
音
に
唇
音
を
推
定
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
も
考
え
併
せ
れ
ば
、
行
智
の
冨
系
の
発
音
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
悉
曇
学
史
上
、





ノ
影
母
ハ
ア
イ
ウ
エ
オ
ノ
音
此
二
摂
ス
。
第
ニ
ノ
暁
母
ハ
、
p
ノ
重
音
梢
近
レ
ハ
ニ
喉
声
（
ノ
ン
ド
）
ニ
テ
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
ト
呼
ブ
音
収
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
之
。
梵
語
ノ
摩
詞
渉
詞
ナ
ド
ノ
詞
ノ
字
此
二
有
テ
、
旧
唐
音
阿
ノ
重
音
ハ
ニ
近
ク
呼
ブ
類
ヒ
、
此
内
二
摂
ス
。
第
三
厘
母
ア
イ
ウ
エ
オ
ノ

い
　
い
　
い
　
い
　
“

濁
音
ニ
テ
ア
イ
ウ
エ
オ
ト
呼
ブ
音
ト
、
及
ビ
ワ
ヰ
ウ
ヱ
ヲ
ノ
音
此
二
摂
ス
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
具
体
的
発
音
が
、
国
語
の
ハ
行
音
に
近
い
音
で
あ
る
（
こ
の
期
は
、
ハ
行
音
は
あ
く
ま
で
唇
音
で
あ
る
）
と
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
期
に
は
、
暁
母
の
字
を
力
行
音
と
捉
え
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
漢
字
音
研
究
の
面
で
も
、
こ
の
期
に
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
前
進
の





の
喉
内
鼻
音
韻
尾
が
「
・
グ
」
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
は
な
く
、
上
古
正
音
が
「
ン
グ
」
、
旧
唐
音
が
「
ウ
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
・

第
三
期
に
は
、
上
古
正
音
が
「
ン
グ
」
、
旧
唐
音
が
「
ン
」
と
修
正
さ
れ
る
。
　
行
智
の
漢
字
音
研
究
で
最
も
著
名
な
、
喉
内
鼻
音
韻
尾
に
「
・
グ
」
を
あ
て
る
考
え
方
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
第
二
期
に
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
期
か
ら
積
極
的
に
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
朝
鮮
漢
字
音
で
あ
っ
た
と
考





　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
唱
ヘ
シ
コ
ト
ナ
レ
バ
」
「
質
櫛
等
ノ
ツ
韻
ノ
字
ヲ
バ
、
古
代
多
ク
ハ
ル
韻
二
呼
リ
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
「
古
ノ
唐
音
」
に
お
い
て
、
舌
内
入
声
韻
尾
が
す
べ
て
「
ル
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
第
三
期
に
は
い
る
と
、
傍
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
事
例
は
多
岐
に
渉
る
よ
う
に
な
り
、
考
証
も
い
よ
い
よ
綿
密
に
な
る
。
重
訂
八
巻
本
『
悉
曇
字
記
真
釈
』
巻
三
で
は
、
「
唐
国
旧
時
ノ
音
ニ
テ
ハ
、
総
テ
コ
レ
（
舌
内
入
声
）
ヲ
引
引
川
則
等
二
結
ヒ
留
ル
コ
ト
ナ
リ
」
と
し
、
「
中
葉
已
来
」
こ
の
「
活
用
」
が
な
く
な
り
、
「
唐
ノ
末
世
宋
ノ
前
ツ
カ
タ
ノ
頃
ニ
ヤ
有
ラ
ム
、
古
代
ノ
字
音
ハ
総
テ
改
リ
変
シ
テ
、

近
時
イ
ハ
ユ
ル
唐
音
ト
云
フ
モ
ノ
、
如
ク
ナ
リ
タ
ル
ヨ
リ
…
…
」
と
述
べ
る
。
舌
内
入
声
が
す
べ
て
ラ
行
音
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
朝

鮮
漢
字
音
か
ら
の
発
想
で
あ
ろ
う
し
、
ラ
行
に
活
用
す
る
と
い
う
の
は
、
梵
字
の
結
合
文
字
の
読
み
方
や
、
日
本
漢
字
音
の
入
声
韻
尾
、
地
名
の
漢
字
表
記
な
ど
か
ら
の
発
想
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
六
　
以
上
、
行
智
の
学
問
の
発
展
過
程
を
、
悉
曇
学
を
中
心
に
概
観
し
た
。
伝
承
の
過
程
で
転
説
し
た
日
本
式
の
梵
字
の
発
音
を
大
胆
に
退
け
、
「
印
度
真
正
ノ
梵
音
」
を
求
め
る
と
い
う
試
み
自
体
が
、
日
本
の
悉
曇
学
史
上
、
極
め
て
類
例
を
見
い
だ
し
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
ま
ず
「
古
ノ
唐
音
」
を
復
元
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
、
日
本
漢
字
音
研
究
史
上
も
特
異
な
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
行
智
が
最
終
的
に
到
達
し
た
梵
語
・
漢
字
音
研
究
方
法
は
、
当
時
参
照
し
得
た
資
料
の
限
界
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
に
的
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。
唐
音
と
『
韻
鏡
』
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
梵
字
の
発
音
を
た
だ
そ
う
と
し
た
、
文
雄
の
『
悉
曇
字
記
訓
蒙
』
も
、
悉
曇
学
史
的
に
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
行
智
は
、
そ
れ
よ
り
更
に
す
ぐ
れ
た
方
法
を
、
文
雄
と
は
無
関
係
に
独
創
し
、
か
つ
成
果
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
行
智
の
悉
曇
学
史
上
希
有
の
研
究
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
が
、
『
韻
鏡
』
研
究
が
飛
躍
的
に
発
展
・
充
実
し
た
江
戸
後







（
3
）
（
4
）
（
7
）
（
8
）
（
9
）



《
別
表
》

六
二

梵
字

第
　
一
　
期

第
　
二
　
期

第
　
三
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